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第１ 概要 

１ 運営 

当館に関する事務は沖縄県総務部総務私学課が所掌しています。当館の管理運営業務は、

指定管理者である公益財団法人沖縄県文化振興会が、「沖縄県公文書館の管理に関する基本

協定書及び仕様書」（資料 1）に基づき行っています。（館外貸出の許可、寄託文書の受入、

行政財産使用許可等の業務を除く。）「沖縄県公文書館に係る指定管理者制度運用委員会」

が、指定管理者業務実績を評価しています。（資料 2 委員名簿） 

 

 

２ 予算 

当館の管理運営や各種事業は、下記の事業費により行われました。 

 当初予算額 決算額 

(1) 公文書館維持管理費*1 16,005,000 13,191,637 

(2) 公文書館指定管理費*2 228,585,000 228,582,451 

(3) 琉球政府関係文書デジタル・アーカイブズ推進事業*4 116,864,000 116,629,865 

(4) 在米沖縄関係資料収集公開事業*5 13,970,000 6,732,000 

合計 375,424,000 365,135,953 

*1沖縄県が公文書館の建物及び付帯設備を維持管理するための経費 

*2指定管理者が公文書館を管理運営するための指定管理料 

*3指定管理者が前年度指定管理料の前年度剰余金を活用し自主的に実施する事業費 

*4沖縄県が沖縄振興特別交付金を活用し琉球政府関係文書をデジタル化し、公開する事業費 

*5沖縄県が沖縄振興特別交付金を活用し在米沖縄関係資料を収集し公開する事業費 

 

３ 利用状況 

新型コロナウイルス感染症の第７波に見舞われたものの、予約閲覧制や企画展の周知が功を奏

し、予想を超えて達成することができました。 

 

（１）入館者数 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 前年度比較 

入館者数（人） 6,313 6,409 10,282 3,873 

開館日数（日） 233 196 296※ 100 

入館者数の１日平均（人）*四捨五入 27 33 35 2 

 ※緊急事態宣言や警戒レベルに対応した臨時休館：令和3年5月23日～7月11日、7月24日～9月30日 

  停電事故による臨時休館：3月8日 
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（２）入館者の利用内容 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 前年度比較 

閲覧室入室者（人） 2,252 1,925 2,570 645 

展示室入室者（人） 4,061 4,484 7,712 3,228 

視察見学（人） 71 103 445 342 

館内普及行事（人） 0 0 211 211 

※展示室入室者は、機械がセンサーで自動的にカウントし、その他は、職員が目視でカウントしています。 

 

（３）その他利用サービスの利用者数 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 前年度比較 

ホームページ（アクセス数） 156,911 244,148 362,667 118,519 

レファレンス[TEL等]（人） 3,038 4,229 4,611 382 

館外普及行事[移動展等]（人） 0 0 0 0 
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第２ 事業報告 

１ 収集・整理事業 

１．１ 収集・整理状況 

  （令和５年 3月 31日現在） 

資料群名 単位  
資料収集数 資料登録数(*1) 

令和４年度 累計 令和４年度 累計 

琉球政府文書 
簿冊 0  160,692  0  160,692  

箱 0  970  0  215  

沖縄県文書 箱 4,348 46,523 (*2) 2,000（3,059） 18,519（46,107） 

行政刊行物 件 4,239 80,846 1,000 69,193 

USCAR文書  
マイクロフィルム(*3) コマ 0 3,484,973 0 3,506,595 

映像フィルム 巻 0 328 0 328 

沖縄占領関係写真(空中写真含む)  件 1,678 40,833 1,678 40,668 

英文資料 

マイクロフィッシュ 枚 0 5,271 0 11,232 

マイクロフィルム リール 0 707 0 707 

文書 件 0 15,352 0 17,280 

映像フィルム(*4) 巻 0 225 0 744 

中琉関係 档案史料(*5) 点 0 346 0 346 

地域資料 文書・刊行物・写真 点 7,907 96,175（*6） 12 34,038 

沖縄関係映像資料 巻 41 1,859 0 1,955 

沖縄関係音声資料 巻 0 3,180 8 1,456 

（*1）資料登録数とは、資料の目録がデータベース化され、検索可能な整理を完了した資料の数です。収集後の整理の

段階で分冊する場合があり、統計上「資料収集数」よりも多くなる場合があります。 

また、沖縄県文書資料登録数の（）内の単位は簿冊です。 

（*2）評価選別後廃棄した箱数は除いています。 

（*3）国立国会図書館との提携により行った USCAR文書の収集は、平成 15年度に終了しました。また、収集は保存用、

保全用（バックアップ用）、閲覧用の３セットずつ行っており、ここに掲げた統計の値は１セット分です。 

（*4）オリジナルのみの数で、閲覧用ビデオテープなどの複製物は含まれていません。 

（*5）当館の档案史料は、開館記念特別展、開館 5周年記念特別展及び日本復帰 30周年記念特別展の際に作成した

レプリカ 299点、マイクロ 32点、その他 15点あります。 

（*6）令和 3年度に映像 365点を誤って二重計上してしまっていたため、その分を差し引いています。 
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１． ２ 収集 

（１）沖縄県文書 

沖縄県文書の受入にはいくつかの態様があります。本庁知事部局の場合、文書主管課である

総務私学課の管理する文書保存管理室において保存期間を満了した後、廃棄決定されて公文書

館へ引渡されます。執務室で保存期間を満了した文書は、総務私学課と所管課の協議を経た後、

公文書館への引渡を受けています。出先機関についても総務私学課と所属長の協議を経た後、

公文書館へ引渡されます。 

知事部局以外の各種行政委員会や公営企業の文書は、それぞれの機関との個別の調整によ

って引渡されます。 

受入日 受入先名 箱数 

令和 4年 7月 12日 農林水産部水産課 13 

令和 4年 9月 16日 土木建築部八重山土木事務所 5 

令和 4年 12月 15日 教育庁総務課 101 

令和 4年 12月 16日 文化観光スポーツ部交流推進課 31 

令和 4年 12月 21日 教育庁県立学校教育課 7 

令和 4年 12月 21日 教育庁施設課 36 

令和 4年 12月 22日 南部農林土木事務所 27 

令和 5年 1月 5日 農林水産部園芸振興課 1 

令和 5年 1月 5日 農林水産部農地農村整備課 1 

令和 5年 1月 11日 総務部 総務私学課 1,427 

令和 5年 1月 11日 総務部 総務私学課 198 

令和 5年 3月 3日 土木建築部空港課 1 

令和 5年 3月 14日 知事公室基地対策課 179 

令和 5年 3月 14日 知事公室基地対策課 6 

令和 5年 3月 29日 企画部企画調整課 3 

令和 5年 3月 30日 選挙管理委員会 32 

令和 5年 3月 30日 教育庁生涯学習振興課 生涯学習推進センター 2 

計 2,070※ 

※上記の引渡文書および移管文書等を当館の資料検索システム（ARCHAS）の引渡文書目録に登載しました。 

 これまでに当館へ引渡された沖縄県文書とともに、インターネットで検索できます。 

 沖縄県公文書館トップページ→資料検索→引渡文書目録： 

http://www2.archives.pref.okinawa.jp/opa/OPA_HWBS.aspx 

 

（２）行政刊行物 

  行政情報センターや県各機関から 4,239件を受け入れました。 
 
（３）沖縄関係資料（※注 1） 

受入日 内容（受入元・寄贈者） 点数 

4月 1日～ 
3月 31日 

沖縄県行政情報センター 刊行物（※注２） 19  
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4月 1日～ 
3月 31日 

県各機関 刊行物（※注３） 207  

4月 1日～ 
3月 31日 

県以外の国・市町村・団体・個人等 刊行物 3,337  

4月 21日 並里和子 沖縄国際海洋博覧会等の映像資料 19  

5月 2日、 
5月 12日 

中澤とも子 中澤広哉（なかざわ・ひろや）氏の資料。「沖縄返還
国民大行進」「27 度線 海上集会」写真等のアルバム、行進で
使用した幟旗、活動をともにした方々の書簡等 

70  

5月 20日 
荻堂清次 琉球列島米国民政府公益事業局の沖縄高速道路
交通整備 10年事業研究報告書 

1  

7月 29日 山川マリ B円（B型円軍票） 4  

8月 15日 金城功 戦前の公文書等 4  

11月 4日 
宮島眞光 沖縄市諸見里のエイサー、旗スガシー行事の記録
映像 

2  

11 月 28 日、
12月 20日、 
2月 15日 

沖縄県議会図書室 刊行物 2,006  

12月 2日 鰺坂学 小原直 南嶋入墨考関係資料 25  

12月 15日 新里勝彦 那覇大綱製作撮影記録日誌（動画） 2008年 20  

12月 16日 
大城光代 安里積千代氏と大城光代氏の法曹関係資料（辞令
書） 

169  

1月 27日 小浜美佳代 戦前発行軍事郵便はがき等 77  

2月 1日 沖縄県立中部病院医学図書室 刊行物 3  

2月 7日 石川文洋 石川文洋氏著書 12  

2月 7日 
当山昌直 奄美諸島の空中写真ネガフィルム、林班図、デジタ
ルデータ等 

1,928  

2月 9日 沖縄県宮古事務所 総務課 刊行物（※注４） 20  

3月 17日 宇座薫 沖縄文化教材用 35㎜スライド写真、琉球切手集 9  

3月 24日 沖縄県八重山事務所 総務課 刊行物（※注４） 16  

 合計 7,948 
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（*1）沖縄関係資料は、個人・団体から寄贈された沖縄関係の文書類と刊行物を指します。 

（*2）沖縄県行政情報センターから定期的に受け入れる刊行物のうち、沖縄県発行の刊行物を除く国、市町村、個人・団

体等が発行した沖縄関係刊行物を指します。 

 

１．３ 評価選別 

沖縄県文書4,348箱を評価選別結果明細を県知事に報告しました。その内訳は、保存976箱、

一部保存1,196箱、廃棄2,176箱です。※明細は、「資料3 シリーズ別評価選別結果」を参照 

 

１．４ 整理 

評価選別により保存が決定した公文書等に記録された内容をもとに体系化した目録データベー

スを整備し、検索の便宜を図りました。また、利用に供するために、以下の作業を行いました。 

①二酸化炭素処理装置による殺虫処理 

②資料に付着したカビやホコリ、金具等の劣化要因の除去 

③個人情報等が含まれる資料のマスキングなどの保護措置 

④保存性に優れた保存箱への収納 

⑤温湿度管理された保存庫への配架 

⑥紙からマイクロフィルムや光ディスクへ媒体変換した資料を閲覧用として登録 

 

（１）目録公開実績 

沖縄県文書及び行政刊行物（4,059冊）、沖縄関係資料（20冊）の目録情報を登録し、公開しま

した。 

 

ア 沖縄県文書及び行政刊行物 

資料名 資料数

（冊） 

遺族年金・遺族給与金・弔慰金の支給に関する文書 84 

土地改良事業の計画決定及び施行認可に関する文書 1,090 

土地改良事業に伴う換地計画の認可及び換地処分に関する文書 1 

未買収道路用地の補償に関する文書 363 

業務参考資料（大判） 261 

高齢社会対策および高齢者保健福祉事業に関する文書 57 

公有財産の管理に関する文書 75 

農業協同組合に関する文書 26 

琉球政府における予算、決算及び出納事務に関する文書 65 

県職員の給与及び退職手当に関する文書 59 

公益法人に関する文書 36 

宗教法人に関する文書 11 
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条例、規則、訓令その他の重要な規程等の制定及び改廃に関する文書 1 

社会福祉法人の設立等の認可に関する文書 33 

医療法人の設立等の認可に関する文書 26 

消費生活協同組合の設立等の認可に関する文書 4 

漁業協同組合に関する文書 7 

水道事業に関する文書 49 

群島政府及び琉球政府における人事行政に関する文書 251 

身体障害者手帳の交付に関する文書 44 

琉球政府中央労働委員会の労働争議調停、あっせん等に関する文書 161 

労働委員会における労働争議の調整及び判定等に関する文書 251 

「世界のウチナーンチュ大会」の総合的企画、調整及び実施に関する文書 65 

琉球沖縄の歴史に関する資料 39 

行政刊行物 1,000 

計 4,059 

 

イ 沖縄関係資料 

資料名 資料数（冊） 

神山長蔵文書 20 

計 20 

 

（２）代替資料目録登録実績 

琉球政府文書デジタル・アーカイブズ推進事業で作成した琉球政府文書6,585点のデジタル

データを元に閲覧用光ディスクを作成し、システムに登録して利用できる状態にしました。 

（単位：点） 

代替元資料 
代替元 

資料数 

代替化 

媒体種別 

代替化媒体数 

閲覧用 予備用 

琉球政府文書 6,585 光ディスク 6,585 6,585 

 

２ 保存事業 

２．１ 修復・保存処置  

（１）文書資料の修復・保存処置 

劣化予防のため閲覧利用やデジタル化に支障のある資料を中心に、195簿冊の補修を行いま

した。 
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処置の内訳                                             （単位：簿冊） 

資 

料 

数 

作業内容 
作業数

のべ計 

劣 
化 
調 
査 

修復 製本 保存容器の作成 

A B C 機械 簡易 上 箱 フォルダー 
エンキャプ
スレーション 

マウント 

110 0 61 35 14 0 78 0 3 0 4 0 195 

 

（単位：枚） 

修復内容 作業数 
のべ計 クリーニング 簡易補修 脱酸処理 裏打ち等 リーフキャスティング 

4,360 1,348 0 0 0 5,708 

※表中の「修復」は、作業の所要時間内により A・B・Cの段階に区分。 

A=所要時間4時間以内（簡単な補填や綴じ直し、しわ伸ばし等） 

B=所要時間16時間以内（簿冊解体後に簡単な補修をし、綴じ直す場合等） 

C=所要時間16時間以上（簿冊解体後に簡単な補修の後の綴じ直し、または裏打ち等による補填やリーフキャスティン

グ、脱酸処理を行い、綴じ直す場合） 

 

（２）強劣化資料補修 

強劣化のため利用に供せない状態にある「疎開者名簿」2簿冊の補修を修復専門工房に依頼

し実施しました。 

 

２．２ 代替化 

映像資料【海洋博フィルム 35mmフィルム 6本（60分相当）】のデジタル映像データ（3種類：

低解像度フィルム内容確認用データ、長期保存用マスターデータ、運用用マスターデータ）を映像

フィルムデジタル化専門業者に依頼し作成しました。 

 

２．３ 予防対策 

（１）書庫特別清掃 

  保存環境を整備するため書庫の特別清掃を実施しました（９号書庫一部エリア【K～Pゾーン】 

1月）。 

 

（２）害虫モニタリング 

夏季と冬季の 2回、1号書庫~12号書庫、管理棟玄関、事務室、エレベーターホールに害虫捕

獲トラップを設置し外部からの害虫の侵入状況を観察し、集計、分析を行いました。 

［トラップ期間：夏季（6月~7月）、冬季（12月~1月）］ 

 

（３）有害ガス（酢酸）モニタリング 

  7 号書庫内の酢酸ガス濃度をガス検知管で測定した後、測定結果を分析し空気改善対策を実

施しました。 

 

（４）映像フィルムの劣化予防 

映像フィルムの劣化予防措置として、801 巻に対してドライクリーニング、放散、薬剤投入を実施

しました。措置対象フィルムは、酸濃度測定試験紙(AD-Strips)で低～中濃度レベルを示したフィ
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ルムとしました。 

 

（５）災害発生時の資料レスキューに関する調査研究 

  先行事例から当館に適した資料レスキュー方法を定め、資料応急処置訓練として処置作業会

場設営、水損資料乾燥訓練を実施しました。実施した訓練内容を資料レスキュー手引きとしてまと

めました（「令和４（2022）年度実施 災害発生時の資料レスキューに関する調査研究［資料レスキ

ュー手引き］）。 

 

３ 閲覧事業 

３．１ 閲覧・複写申請等 

利用証を交付し、閲覧、複写の申請を受付けています。 

利用種別 
利用証交付

申請（人） 

公文書等閲覧申請 公文書等複写申請 

申請者数（人） 資料数（点） 資料数（点） 枚数（枚） 

一般利用 729 1,279 10,776 8,342 178,483 

行政利用 － 111 521 257 3,193 

合 計 729 1,390 11,297 8,599 181,622 

※「一般利用」と沖縄県職員が公務で利用する際の「行政利用」に区別して算出しています。行政利用の場合は利用

証の交付はありません。 

※参考資料室に配架している図書や空中写真（システム）は閲覧申請せずに利用できるため、本表の数値には含みま

せん。 

 

３．２ 館外貸出・出版物等掲載 

公文書等の館外貸出、出版物掲載等の申請を受付けています。 

 

  

 

 

なお、ホームページの「写真が語る沖縄」、「映像にみる沖縄」に登載されている写真や映像は

平成29年4月から出版物等掲載許可申請が不要となりました。 

 

３．３ レファレンスサービス 

公文書等の利用に関する相談を受付けています。4,611件のレファレンスがありました。 

 

４ 普及広報事業 

展示会、講演会、講座等を開催し、県民の学習活動へ寄与するとともに、公文書館の利用促進

を図っています。令和４年度は、新型コロナウイルス感染症対策として人数制限したうえで、３年ぶ

りに対面での講演・講座を開催しました。 

 

４．１ 展示会 

展示室で所蔵資料展等を開催し、7,712人の観覧者がありました。 

 

 

出版物等掲載許可申請 館外貸出許可申請 

申請者数（人） 資料数（点） 申請者数（人） 資料数（点） 

130 1,112 0 0 
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事業種別 常設展（令和3年度から継続） 

期 間 令和4年4月1日（金）～4月24日（日） 

場 所 沖縄県公文書館 展示室 

テーマ 
復帰50周年企画展第２弾「軍用地政策の変遷～基地のない島から基地の島

へ」   

参加者数 856人 

 

事業種別 企画展 

期 間 令和4年5月13日（金）～12月28日（水） 

場 所 沖縄県公文書館 展示室 

テーマ 復帰50周年企画展第3弾「日本復帰と沖縄展」  

参加者数 5,464人 

 

事業種別 企画展 

期 間 令和5年1月20日（金）～3月31日（金） 

場 所 沖縄県公文書館 展示室 

テーマ 所蔵資料展「女性たちの沖縄－公文書館資料にみる女性のあゆみ」  

参加者数 1,392人 

 

４．２ 講演会・講座・映写会 

館内外で実施し、227人の参加がありました。 

事業種別 公文書館連続講座1 

期 日 令和4年7月9日（土） 

場 所 沖縄県公文書館 講堂 

テーマ 維持された米軍基地 

講 師 野添 文彬 ［沖縄国際大学法学部准教授］ 

参加者数 48人 

 

事業種別 公文書館連続歴史講座2 

期 日 令和4年7月23日（土） 

場 所 沖縄県公文書館 講堂 

テーマ 沖縄振興と経済 

講 師 前泊 博盛 ［沖縄国際大学経済学部教授］ 

参加者数 50人 

 

事業種別 公文書館連続歴史講座3 

期 日 令和4年8月6日（土） 

場 所 沖縄県公文書館 講堂 

テーマ くりかえす沖縄ブーム 
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講 師 新城 和博 ［ボーダーインク編集者］ 

参加者数 48人 

 

事業種別 公文書館連続歴史講座4 

期 日 令和4年8月20日（土） 

場 所 沖縄県公文書館 講堂 

テーマ 戦後社会と家族の変容 

講 師 宮城 晴美 ［元那覇市歴史博物館主幹］ 

参加者数 42人 

 

事業種別 公文書管理講座（市町村等職員対象） 

期 日 令和 4年 11月 18日（金） 

場 所 沖縄県公文書館 講堂 

テーマ 県内自治体の先進事例 

講 師 
桑江 悠利 ［北谷町総務部総務課行政係］ 

知花 竜也 ［読谷村総務部総務課文書法規係］ 

参加者数 21人 

 

事業種別 公文書管理に関する「出前講座」 

期 日 令和 4年 8月 18日（木） 

場 所 沖縄県庁 

テーマ 公文書館から見た沖縄県の公文書管理の課題 

参加者数 11人 

 

事業種別 公文書管理に関する「出前講座」 

期 日 令和 4年 8月 25日（木） 

場 所 宮古島市役所 

テーマ 情報公開・説明責任・公文書管理 

参加者数 7人 

 

４．３ 視察・見学 

445人の視察・見学を受付けました。※資料 4 視察・見学者の内訳を参照 

 

４．４ ホームページ 

沖縄県公文書館ホームページを運営しており、記事の追加更新を74件、実施しました。主な発

信情報は下記のとおりです。 

（１）お知らせ等 

イベントや施設の利用などに関する情報を適時更新しています。 
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（２）公文書館通信 

レコマネ沖縄 

・文書は「ライフサイクル」で管理する！ 

・「レコードスケジュール」を取り入れる！ 

・中間書庫を上手に活用する！ 

・機密文書の保護 

     

（３）行事案内 

過去の展示会をみる 

・公文書館連続歴史講座「日本復帰と沖縄～今、基地・経済・文化を考える～」全 4回 

 

（４）刊行物 

・『沖縄県公文書館だよりARCHIVES』 63号、64号 

・『沖縄県公文書館年報』第24号（令和3年度）※Web版のみ 

・『沖縄県公文書館研究紀要 第25号』※Web版のみ 

 

（５）公文書等 

  米国収集資料50件をホームページから検索・閲覧できるようにしました。 

 

（６）沖縄県公報 

  令和 3年発行の 142号分（題名 1,234件）を追加登載しました。 

 

（７）「写真が語る沖縄」 

  沖縄県関係写真資料のネガフィルム3,698コマをデジタル化し、うち1,070枚を追加登載しまし

た。 

 

４．５  SNS 

 沖縄県公文書館フェイスブック・ページを運営しており、記事の追加更新を78件、実施しました。

主な発信情報は下記のとおりです。 

・新規公開資料の紹介 

・所蔵資料の紹介 

・「あの日の沖縄」 

   ・季節の話題 

・館からのお知らせ 

 

４．６ 出版 

公文書館に対する理解を深めるため、広報紙などを印刷し、配布しています。 

タイトル 発行日 部数 

沖縄県公文書館だより ARCHIVES 63号 令和4年8月1日 3,000 

沖縄県公文書館だより ARCHIVES 64号 令和5年2月14日 3,000 
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５ 調査・研究事業 

公文書等を適切に管理するために必要な調査研究を行い、職員の資質向上や公文書等に関

する専門的知識の普及啓発を図りました。 

 

５．１ 『沖縄県公文書館研究紀要』第25号（ウェブ版のみ） 

                                                           

５．２ 研修・研究会等への参加     

                                                                          

（１）外部研修                                ※すべてオンライン。［ ］は主催者 

・6月9、10日 国際アーカイブズ週間記念講演会及び全国公文書館長会議 ［（独法）国立公文書館］ 

参加者：宜野座葵、福地洋子 

・8月19日 沖縄県地域史協議会研修会［沖縄県地域史協議会］  

参加者：仲本和彦、外間より子 

・8月25日 デジタルアーカイブフェス ［国立国会図書館］  

参加者：公文書管理課職員4名 

・9月29日 公文書管理フォーラム［内閣府］  

参加者：公文書管理課職員10名 

・10月27、28日 全史料協全国（滋賀）大会及び研修会［全国歴史資料保存利用機関連絡協議会］ 

参加者：宜野座葵、公文書管理課職員6名 

・11月16日 IPMセミナー［九州国立博物館］  

                      参加者：新城邦朝 

・12月1、2日 文化財IPMコーディネータ資格取得のための講習会 ［(公財)文化財虫菌害研究所］ 

参加者：新城邦朝 

・1月20日 准認証アーキビスト骨子案に関する説明会［（独法）国立公文書館］               

参加者：福地洋子 

・2月 9、10日 アーカイブズ研修Ⅱ［（独法）国立公文書館］  

参加者：吉嶺昭、麻生清香、公文書管理課職員 6名 

 

（２）内部研修                       ※館内で実施。全体研修２，６以外はすべてオンライン 

・4月1日 令和４年度新任職員研修 

・5月16日 全体研修1  ①令和４年度の公文書事業の事業計画について②資料を守る行動様式 

論文タイトル 執筆者 

資料紹介：吉田嗣延文書に含まれる南方同胞援護会文書―軍用地問題及び援

護事業に関する文書に着目して― 
小野 百合子 

沖縄県の公文書管理制度の改善に向けた一考察（2）―レコードスケジュールの導

入― 
仲本 和彦 
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・6月20日 全体研修2  救急救命講習 

・7月11日 全体研修3  「職場における心の健康と保持増進」（講師：宮島美和子（産業カ

ウンセラー） 

・9月12日 全体研修4  「沖縄の米軍基地問題」（講師：玉元浩一郎（県基地対策課班長） 

・10月17日 全体研修5 ①「沖縄県公文書館所蔵資料災害対策の手引きについて」 

②「災害と資料保存２」 

・11月21日 全体研修6  ①通報訓練②消火訓練③避難誘導訓練 

・12月19日 全体研修7  「沖縄県の文書管理」 

・1月16日 全体研修8  「在米沖縄関係資料収集業務における出張報告」 

・2月20日 全体研修9  「映像フィルムを守ること」 

 

６ 施設管理事業 

公文書館機能が十分に発揮でき、利用者が安全で快適に利用できるよう、施設、設備及び物品 

等の適切な維持管理に努めました。 

 

６．１ 施設設備管理 

（１）施設設備の点検 

日常的に館内外を巡回し、建物・建築工作物（屋根、扉、柵、掲示板等）並びに付帯設備（電気

空調設備、給排水設備、衛生設備、消防防犯設備、昇降機等）の点検を行いました。また、専門

業者に依頼して次の法定検査又は任意検査を実施しました。 

任意又は法定検査 実施回数 

電気工作物保安点検 （月次 4、6、8、10、12、2月／年次７月） 7 

非常用発電設備保安検査 （7、1月） 2 

空調設備保守点検 （一般 5、9、3月／フィルター6、8、9、3月） 7 

空調制御装置保守点検 （4、5、7、8、9、10、11、12、1、2月） 10 

消防設備保守点検 （機能 7、1月／総合 1月） 3 

昇降機保守点検 （毎月） 12 

資料管理システム他情報通信システム保守点検 （毎月） 12 

計 53 

（２）施設設備の修繕 

点検等により発見された施設設備又は物品の異常又は不具合に対し、次の修繕を実施しました。 

種別（小規模） 修繕内容 

建物･建具 地下プラットホーム天井ボード落下防止改修 6/８、事務室及び史料編集室天井ボー

ド修繕 7/12、展示ケース鍵修繕 1/16、 
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通信設備 インターネット接続環境改善 4/１１、TV 共聴設備ブースター修繕 9/15、地下書庫ア

クセスポイント入替設定作業 10/13、地下書庫及び１号書庫 LAN 配線切替作業

10/13 

空調設備 BC-3チラー修理 4/1、AHU4除湿及び活性炭フィルター取替（７号書庫）3/14、三方

弁ファンコイル取替 3/15、BC-2チラー修繕 3/15 

電気・制御設備 無停電電源装置修繕 4/14、中央監視装置修繕 7/20、リモコンスイッチ４号書庫修繕

10/25、 

衛生設備 閲覧棟 1F 男子トイレ手洗い水栓取替 4/20、閲覧棟 2F 女子トイレ手洗い水栓取替

9/12 

消防設備 防煙ダンパー修繕（地下倉庫・2F機械室）6/10、４階書庫内防火シャッター用非常用

ボタン修繕 5/19、消防設備修繕 8/15 

 

種別（大規模） 修繕内容 

 
高圧引込開閉器
取替 

令和 4年 3月の高圧ケーブル地絡事故の復旧作業の際、取替えが必要だ

った高圧引込開閉器の納品に時間を要したため、応急措置として代用品（避

雷器なし）で対応していましたが、その代用品を避雷器内蔵の高圧引込開閉

器と取り替えました。 

 

多機能トイレ改修 
身障者、乳幼児連れの保護者、内部障がい者など多様な来館者に対応する

ために、閲覧棟２階多目的トイレをバリアフリー法及び沖縄県福祉のまちづく

り条例に適合した多機能トイレに改修しました。 

 
非常用発電設備
修繕 

法定点検の結果、冷却水保温ヒータ絶縁不良、自動電圧調整器及び電圧調

整器の不良等が判明したため、修繕しました。 

直流電源装置蓄

電池交換 

法定点検の結果、経年劣化し蓄電効率が悪化していたため交換しました。 

講堂窓漏水等補
修 

閲覧棟講堂南側窓の全面漏水補修を行いました。同時に、同箇所周辺のコ

ンクリート爆裂補修と P コン欠け補修をしました。 

整理室空調設備
個別化改修 

管理棟１階整理室で使用する中央熱源方式のファンコイルが老朽化したた

め、個別方式のパッケージエアコンへ更新しました。 

（主要な事項のみ掲載。沖縄県公文書館の管理に関する基本協定書及び仕様書の定めにより、小規模修繕
は指定管理者が公文書館指定管理料で、大規模修繕は沖縄県が公文書館維持管理費で実施しました。） 

（３）施設エネルギー・温湿度管理 

資料保存庫内の温湿度基準値を維持するために必要な監視・制御を行いました。また、施設内

の温湿度、換気、照明等を適切に管理・調整しました。  

 

６．２ 保安警備管理 

（１）常駐警備 

火～金曜日は午前 7時半から午後 9時まで、土～月曜日は午前 7時半から午後 6時半まで、

常駐警備員を配置して防犯、防災等に努めました。 
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（２）機械警備 

警備会社と契約し、常駐警備時間外については、機械警備により侵入者や火災等を監視し、異

常事態には緊急隊員が直ちに対応する体制を整えて防犯、防災等に努めました。 

 

（３）緊急時の対策 

災害等緊急事態が発生した場合に、円滑に初動対応が実施できるように、防犯防災マニュアル

及び夜間・休日を含めた緊急連絡網を作成して備えました。また、管理棟会議室から出火、火災

報知機が作動した想定での消防訓練（通報、消火、避難誘導）と AED や心肺蘇生を学ぶ救命講

習会を実施しました。 

 

６．３ 施設衛生管理 

（１）清掃 

日常的にトイレ、閲覧室の机・カウンター、くずかご等を清掃するほか、適宜執務室内の清掃を

実施しました。また、定期的に次の特別清掃を実施しました。 

特別清掃箇所 実施回数 

外面窓ガラス清拭 （8､2月） 2 

階段、手すり、シャッター及び門扉等のステンレス錆落とし（8、3月） 2 

カーペット薬液洗浄 （6、1月） 2 

床面洗浄ワックス塗布 （7、2月） 2 

計 8 

（２）塵芥処理 

施設から排出される廃棄物について、可燃物は毎週月、水、金曜日、不燃物は毎週木曜日に

南風原町許可専門業者へ引き渡して処理しました。 

 

（３）草木整備 

緑地帯4,000㎡の芝・雑草刈り、植栽の剪定、近隣境界地域の雑木伐採や除草により景観の保

全に努めました。 

 

（４）環境衛生 

施設の衛生的環境を確保するため、専門業者に依頼して次の法定検査等を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法定検査等 実施回数 実施結果 

貯水槽の清掃（3月） 1 良好 

簡易専用水道検査（5月） 1 良好 

飲料水質検査（6，12月） 2 良好 

空気環境測定検査（8、2月） 2 良好 

ねずみ・害虫等防除（法定 8、2月・自主 6月） 3 良好 
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（５）感染症対策 

 「新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン」を作成し、来館者への施設利用の周知、

館内設備及び物品の消毒等の対策を実施しました。※資料 5 「新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガ

イドライン」を参照。 

 

７ 沖縄振興特別交付金事業 

７．１ 琉球政府関係文書デジタル・アーカイブズ推進事業 

貴重な公文書である琉球政府関係文書をデジタル化し、インターネット上で公開する事業を実

施しました。これまで沖縄県公文書館の利用が困難であった離島など遠隔地の方々の資料閲覧

が可能となり、国内外における沖縄研究の発展に寄与しています。 

 

（１）デジタル化業務（受託者 株式会社Nansei） 

琉球政府関係文書（3,006簿冊）をオーバーヘッドカメラでスキャンしてデジタル化しました。 

 

（２）インターネット公開業務 （受託者 公益財団法人沖縄県文化振興会） 

琉球政府関係文書（3,006簿冊）の画像データを長期保存に適したメディアに保存しました。 

また、画像データに含まれる個人情報等を審査（6,579簿冊）し、うち公開可能なものについては

必要な箇所を保護して検索用目録情報を整備、ホームページの所蔵資料検索を介して検索・閲

覧できるようにしました（6,214簿冊）。 

さらに、コンテンツの拡充に伴ってウェブサイトを一部改修して、資料紹介コンテンツ（24トピック）

を掲載しました。また、第7回世界のウチナーンチュ大会にパネル展を出展するとともに、事業広報

用チラシを多言語で作成・配布して、利用促進を図りました。 

 

（３）琉球政府文書のデジタル化及び事前補修業務（受託者 公益財団法人沖縄県文化振興会） 

劣化が進行し、通常の方法ではデジタル化が難しい琉球政府文書を修復しフラットベッドスキャ

ナーでデジタル化を行いました。（105簿冊） 

 

７．２ 在米沖縄関係資料収集公開事業（受託者 公益財団法人沖縄県文化振興会） 

（１）収集業務 

米国国立公文書館が所蔵する沖縄戦及び戦後の沖縄統治関係資料の中から、USCAR広報局

の写真 1,678点を収集しました。 

 

（２）整理・公開業務 

収集業務で収集した写真について、長期保存用媒体を作成し、沖縄県公文書館管理規則第 4

条の規定にもとづき、写真資料の利用制限審査を行うとともに、目録情報を整備して沖縄県公文書

館所蔵資料目録に登録しました。 

また、インターネット公開用に写真のデータ変換、画像補正を行ったうえで、写真 1,678点をイン

ターネット公開しました。さらに、新聞取材を通した広報活動を行いました。 
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沖縄県公文書館に係る指定管理者制度運用委員会委員名簿 

令和 5 年 3 月 31 日現在 

 

 

辻 雄二（琉球大学教授） 

玉城 智子（税理士） 

石原 地江（沖縄県中小企業家同友会副代表理事） 

宮城 晴美（新沖縄県史編集委員会副会長） 

大城 純市（弁護士） 
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視察・見学者の内訳

1
2
3
4
5
6
7
8
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23
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25

26
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29
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39
40
41
42
43
44
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新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン

沖縄県公文書館

館長 宜 野 座 葵

１．基本チェックリスト

□ 職員等の就業前の体温測定 □ 職員等の手指消毒の徹底

□ 職員等のマスクの着用 □入口及び施設内の手指の消毒設備の設置

□ 来館者に対するマスク着用お願いの周知

２．基本的な感染拡大予防策

（１）感染症防止のための来館者整理の方法

①密にならないための対策

・館内が混雑しないよう、入館制限を実施する。

・来館者が並ぶ場合、２ｍ程度の間隔を空けるように誘導する。

②発熱等の症状のある方の入場制限方法

・発熱や咳、頭痛等の症状がある方については、原則として入館をお断りする。

③その他

・館内に体温計を設置し、必要に応じて計測するよう協力を求める。

（２）対人距離の確保の方法

①接触感染対策

・席は対面にならないよう配置を工夫し、隣同士の間隔も２ｍ程度開けて設置する。

・他人と共有する物品は可能な限り少なくし、共有の筆記用具を常時テーブルに置くことを中止

する。

②飛沫感染対策

・カウンターなどで人が対面となる場合、飛沫感染防止シールドを設置する。

（３）施設の換気対策

・各室の出入口等を開け、常時換気扇を回し、十分な換気量を確保する。

（４）施設・設備・物品等の消毒対策

・複数の人が触れる場所は適宜消毒を行い、テーブル、椅子、ドアノブ、パソコンなどの高頻度

に接触する箇所は、特に注意して消毒を行う。

（５）その他基本的な感染拡大予防策

・トイレには、使い捨てのペーパータオルを設置する。

・トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示する。

・マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石鹸と流水で手洗いを行う。

３．独自の感染予防対策

その他の具体的な予防対策については、次のとおり

（１）閲覧室（２階）

・閲覧室の密を避けるため、事前予約制とし、入室人数と滞在時間を制限する。

（２）展示室（１階）

・展示室の密を避けるため、入室人数を制限する。

（３）講座、映写会、団体見学等

・感染拡大状況を踏まえて実施を判断し、実施する場合は基本的な感染拡大予防策を徹底す

る。
 
                                                 令和 2 年 5 月 18 日 策定   

                                                               令和 2 年 6 月 30 日 一部修正 

                                                         令和 3 年 1 月 19 日 一部修正 
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